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住
職　

本　

持　

愚　

山

　

お
釈
迦
様
は
、
生
き
と
し
生
け
る
者
全
て
が
平
等
に
仏
様
に
な
る
の
で
す

と
お
示
し
下
さ
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、こ
こ
で
問
題
が
起
こ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、確
か
に
全
て
と
は
言
え
、

こ
の
お
教
え
は
人
間
界
と
言
う
境
遇
に
、
与
え
ら
れ
た
も
の
で
畜
生
界
に
生

ま
れ
た
も
の
に
は
届
か
な
い
の
で
す
。
た
と
え
ば
、
犬
や
猫
に
「
君
も
仏
様

に
な
れ
る
の
で
す
よ
」
と
言
っ
た
所
で
き
ょ
と
ん
と
し
て
い
る
で
し
ょ
う
。

飛
ん
で
い
る
カ
ラ
ス
に
言
っ
て
も
「
カ
ー
」
と
し
か
返
事
は
あ
り
ま
せ
ん
。

と
言
う
事
は
選
ぶ
事
の
で
き
な
い
世
界
に
生
ま
れ
さ
せ
て
頂
き
、
し
か
も
人

間
界
で
あ
る
事
は
途
轍
も
な
い
大
き
な
出
来
事
な
の
で
す
。
そ
し
て
お
釈
迦

様
の
教
え
に
ご
縁
を
結
ば
せ
て
頂
く
な
ど
稀
中
の
稀
。
何
を
指
し
て
不
思
議

か
と
言
え
ば
、
こ
れ
以
上
の
不
思
議
は
な
い
で
し
ょ
う
。

　

日
本
の
人
口
一
億
二
千
万
余
、
世
界
の
人
口
七
十
五
億
余
。
今
お
釈
迦
の

教
え
に
出
遇
え
て
い
る
の
は
「
あ
な
た
」
だ
け
で
す
よ
。
そ
の
「
あ
な
た
」

に
は
人
間
界
へ
誕
生
さ
せ
て
下
さ
っ
た
多
く
の
人
々
の
命
が
繋
が
っ
て
き
て

い
る
事
を
再
確
認
し
て
み
て
は
如
何
で
し
ょ
う
。
そ
う
で
す
、
そ
の
方
々
こ

そ
「
あ
な
た
の
ご
先
祖
様
」
で
す
。
と
こ
ろ
が
人
間
界
に
生
ま
れ
て
き
た

こ
の
身
は
成
長
す
る
に
従
っ
て
欲
、
嫉
み
、
妬
み
を
持
つ
自
分
を
知
り
ま
す
。

す
る
と
現
在
置
か
れ
て
い
る
自
分
は
何
一
つ
恵
ま
れ
ず
ド
ン
底
の
人
生
を

送
っ
て
い
る
と
思
う
様
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
こ
の
思
い
の
解
決
方
法
を

宗
教
に
求
め
、
正
し
い
教
え
に
導
か
れ
た
な
ら
ば
結
構
な
の
で
す
が
、
自

分
の
生
き
る
不
都
合
さ
を
世
相
に
他
人
に
責
任
転
嫁
す
る
。
最
も
許
さ
れ

な
い
の
が
、
三
代
前
の
ご
先
祖
が
五
代
前
の
ご
先
祖
が
苦
し
ん
で
い
る
か

ら
供
養
し
な
さ
い
と
、
行
き
場
の
な
い
心
を
も
て
遊
び
、
苦
し
み
の
解
放

は
物
供
養
（
金
品
を
含
む
）
し
か
な
い
と
平
然
と
進
納
さ
せ
て
い
る
。
確

か
に
「
溺
れ
る
者
は
藁
を
も
つ
か
む
」
と
言
い
ま
す
が
、
藁
で
は
人
は
救

わ
れ
ま
せ
ん
。
太
い
ロ
ー
プ
（
正
し
い
教
え
）
を
投
げ
て
あ
げ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

普
通
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
お
釈
迦
様
の
教
え
は
「
あ
た
り
ま
え
」

の
事
し
か
示
し
て
い
ま
せ
ん
。
前
述
の
如
く
、
こ
の
世
に
誕
生
さ
せ
て
下

さ
っ
た
方
々
の
願
い
は
「
健
康
で
明
る
く
楽
し
く
過
し
て
お
い
で
」
と
、

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
見
守
っ
て
下
さ
っ
て
い
る
仏
様

な
の
で
す
。
自
分
の
幸
せ
、
健
全
な
精
神
は
全
て
自

分
の
責
任
で
身
供
養
（
生
き
る
姿
）
こ
そ
が
心
の
解

決
を
計
る
道
な
の
で
す
。
誰
が
ご
先
祖
様
の
仲
間
入

り
を
す
る
の
で
し
ょ
う
。
次
は
あ
な
た
で
す
よ
‼

2

ご
先
祖
様
は
皆
仏
様
で
す
よ

と
て
つ

ま
れ

で　
あ

よ
く　

そ
ね　
　
　

ね
た

お
ぼ　
　
　
　
　
　
　
　
わ
ら
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活
動
報
告
　
令
和
四
年
度
上
期

活
動
報
告
　
令
和
四
年
度
上
期

花
ま
つ
り
「
お
釈
迦
様
の
誕
生
日
」

第
五
十
一
回
門
信
徒
会
親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

門
信
徒
会
定
期
総
会

境
内
清
掃
作
業
・
親
睦
懇
親
会

合
同
盆
法
要（
全
八
回
）

秋
季
彼
岸
会
法
要

お
寺
の
オ
ン
ラ
イ
ン
学
校

　
　
　
　
　
　（
南
ブ
ロ
ッ
ク
門
徒
子
弟
研
修
会
）

静
岡
東
組
組
会
・
総
代
研
修
会

教
区
静
岡
東
組
　

第
七
次
門
徒
推
進
員
養
成
連
続
研
修
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
回
目（
一
日
目
）

教
区
静
岡
東
組
　

第
七
次
門
徒
推
進
員
養
成
連
続
研
修
会

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
回
目（
二
日
目
）

令
和
四
年
四
月
三
日

令
和
四
年
八
月
十
三
〜
十
五
日

令
和
四
年
七
月
二
十
四
日

令
和
四
年
九
月
二
十
三
日

写
真
は
表
紙
に
掲
載

写
真
は
表
紙
に
掲
載

写
真
は
４
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

令
和
四
年
九
月
四
日

令
和
四
年
五
月
八
日

令
和
四
年
五
月
十
一
日

ご
講
師　

尾
井 

貴
童 

師

（
前
・
東
京
教
区
教
務
所
長
）

　
　
　
　

ご
講
師　

本
持　

愚
山
住
職

令
和
四
年
四
月
十
二
日
　
三
島
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

ホ
テ
ル
サ
ン
バ
レ
ー
富
士
見（
伊
豆
の
国
市
）

　
　
　
令
和
四
年
四
月
十
八
日

長
照
寺（
他
五
会
場

と
オ
ン
ラ
イ
ン
接
続

に
て
開
催
）

ホ
テ
ル　
　
　
　
　
　

サ
ン
バ
レ
ー
富
士
見　

（
伊
豆
の
国
市
）

優　

勝

　

江
島　

光
明 

さ
ん

準
優
勝

　

新
井　

香 

さ
ん

令
和
四
年
六
月
二
日



●ご意見・ご要望は、寺務所まで
〒411-0044三島市徳倉1195-817 TEL・FAX 055-988-3900
編集人＝菊沢・斎藤・園田・杉山　

☆お寺からのお便りは、家族皆さん必ず読んで頂く習慣をつけましょう。
☆お寺は「よろず相談処」です。
日頃悩んでいる事がありましたら、何でもご相談ください。
☆次回寺報は、2023年4月発行予定です。

2022年（令和4年）

１１月１６日(水)  門信徒会親睦ゴルフコンペ 　　未　定

１１月２０日(日)  報恩講 　　本　堂

１２月 ３日(土)  境内清掃作業 　　境　内

１２月１１日(日)  門信徒のつどい（静岡東組公開講座） コミュニティながいずみ

１２月３１日(土)  除夜会 　　本　堂

2023年（令和5年）

1月 4日(水） 修正会 　　本　堂

3月21日(火)  春季彼岸会法要  　   本　堂

毎月第3土曜日  定例法座

 

今　後　の　活　動　予　定今　後　の　活　動　予　定

※各行事は、予定ですので、その都度、寺から案内を送付します。
※定例法座は毎月第３土曜日　午後１時より本堂にて開催。
※その他に親睦の集いを募集・計画中。

日頃の忙しさから解放されて
気持ちが軽くなる自分を発見
できるかもしれません。

※新型コロナウィルス感染症の今後の動向により、上記諸行事等を急遽中止
　もしくは延期させていただく場合があります。

4

※彼岸会・報恩講等の法要と兼ねる月もあります。
　　本　堂

お寺のオンライン学校（南ブロック門徒子弟研修会）


